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資料２



ヤマハ発動機株式会社 1955年創立、本年70周年

ヤマハ発動機は、1955年に誕生した125㏄エンジンを原点に、
様々な技術を研磨するなかでパワートレイン、電子制御、車体・艇体、生産の

4つのコア技術を軸に、事業と製品、そしてお客様を拡げてきました。
そして、「世界の人々に新たな感動と豊かな生活を提供する」ことを目的に、
人々の夢を知恵と情熱で実現し、つねに「次の感動」を期待される企業、

”感動創造企業“を目指しています。



MC
（ﾓｰﾀｰｻｲｸﾙ）

部品・
用品

1993から発売を開始した
【電動アシスト自転車】は、
現在大きな経営の柱へ成長
⇒2015から発売の
スポーツ電動アシスト
自転車【eBike＝YPJ】
も堅調

ヤマハ発動機販売株式会社は国内の陸上製品取り扱い

PAS

eBike
（YPJ）



①都市部以外で利用のレジャー用途
多く、マナーアップ啓蒙が大事。
事故や違反しない交通マナーアップ
だけでなく環境破壊に繋がらない
行動を則す【地域への思いやり】

②年齢層40代から上が中心だが、
ご家族で楽しむ層や女性層増加に
呼応した取り組みも今後必要
③安全な専用コースとの連携必要

輸送機器メーカーとして、ヤマハらしさ＝〈“安全”も高品質〉〈楽しい！〉〈感動創造〉
に拘わり、電動アシスト自転車や二輪車の安全普及活動を行う

①購入者年齢層拡大から、その年代に
あった受講内容や動員告知活動が必要

学生（高校生～通学需要）
⇒今後、中学生の通塾需要の可能性も

ママ＋パパさん（子乗せ需要）
高齢者（免許返納者等の需要） など

②自転車安全利用五則を始め現在の
交通ルールの教育が非常に大事

③自治体や関係団体（警察・安全
協会・学校等）の協力が不可欠

２つの商材を分けて
安全普及活動

電動アシスト自転車＆eBike 安全普及活動のポイント

趣味性の
高さもあり、
二輪車の安全
講習に非常に

近い

70年後半～
80年代の
原付自転車
安全講習に

近い

eBike

ポイント◆安全な楽しみ方とは



電動アシスト自転車とeBikeの 安全普及活動の差

官民連携協議会の内容に即し、今回のヤマハ安全普及発表では
左側の電動アシスト自転車における安全普及活動に絞り説明

項目 電動アシスト自転車（PAS） eBike（YPJ）

講習主催者

ヤマハ単独での主催は現在無し
主催者（自治体・警察・業界団体・民間
団体等）から安全講習の開催打診、協力
依頼があった場合に対応

ヤマハ主催がほとんどであるが、
オフロードコース主催イベントへのJOINTも

講習場所

自動車教習所・自治体施設駐車場やイベン
ト会場、大型商業施設駐車場やイベント
スペース →エリアは現在、首都圏・中部圏
・近畿圏が中心、ローカルエリアはほぼ無し

専用オフロードコース等
走行30㎞前後のツアー企画内での
交通法規ブリーフィング

告知方法
主催者からの情報発信が中心、ヤマハはそれ
を SNSやブログ記事等でサポート

ヤマハHPや販売店店頭、及び開催コースの
情報発信等

講習場所まで
受講者の移動
距離

おおおよそ5キロ以内基本
（大型商業施設の場合この限りではないが、
それでも4輪で10－20分以内か）

２～３０キロ（自走）から100～150キロ
（4輪トランポ積載）

受講料 保険代のみ（300円）徴収が多い 車両持ち込み3,000円 レンタル6,000円

講師 社員＋ヤマハ契約インストラクター（自転車安全運転指導員か二輪車安全運転指導員資格保有）



【神奈川県 高齢者向け安全運転講習会】

実施日：11月11日(木)
会場 ：辻堂海浜公園 交通公園
概要 ：19年より実施の高齢者向け講習、春と秋に開催

【埼玉県 高齢者向け安全利用講習会】

実施日：11月15日(月)
会場 ：うらわ自動車教習所
概要 ：埼玉県警本部交通総務課主催高齢者向け講習、

受講者は埼玉県内7警察署より動員

【京都府警下鴨警察署幼稚園関係者講習会】

実施日：7月24日(土)・25日(日)
会場 ：宝ヶ池自動車教習所
概要 ：教諭、保育士が幼児と保護者に対する電動アシス

ト自転車利用時の交通安全指導を効果的に実施す
る 事が出来る様、知識・技術の向上を図るもの

【東京都 自転車交通安全教室】
実施日：12月28日(火)
会場 ：武蔵境自動車教習所
概要 ：東京都庁主催による自転車利用者への安全

啓蒙イベント

電動アシスト自転車安全講習 【21年以降事例】



電動アシスト自転車安全講習会【24年高齢者向け】

【大阪府淀川警察署 高齢者交通安全教室】
＜実施内容＞
実施日：5月17日（金）
会場：淀川区野中南公園
・淀川警察署交通課との連携により、自身の自転車を利用し交通ルール、安全運転の啓発。 試乗時間は約45分。
・老人クラブへは事前にヤマハの電動アシスト自転車が試乗できることを伝えていただき、当日は別途誓約書を取得して
SNSの投稿やWEBサイトへの掲載も了承いただく。当日中にXに投稿済み。

＜実施内容＞
実施日：11月7日(木)
会場：相模台団地集会所
・相模台地区交通安全母の会主催。相模原南警察署交通課と連携し、相模台地区の自転車安全普及に向け講習会を実施。
・ヘルメット着用推進、電動アシスト自転車の安全な乗り方と自転車交通ルールの啓発。

【神奈川県相模台地区 24年電動アシスト自転車安全教室】



自転車安全利用関連イベント 【24年高齢者向け】

【警視庁蒲田警察署 町会対抗高齢者自転車競技会】
＜実施内容＞
実施日：3月22日（金）
会場：大田区産業プラザPIO 大展示ホール1F
・蒲田警察署主導での地域に対しての安全普及活動の一環として開催
・シニア層に向けて交通法規を元に試乗を実施。安全運転とヘルメット装着の啓発

【大阪府東成交通安全フェア】
＜実施内容＞
実施日11月4日（月）
会場：コクヨ株式会社駐車場
・東成警察署交通課と連携し、３世代の自転車の安全利用についてイベントを実施。 ヤマハは電動アシスト自転車の試乗機会を
活用し、チラシを配布して安全運転の啓発。
・他自転車シュミレーターや交通安全教室後にビンゴ大会で自転車用ヘルメットプレゼント。



【いしかわ環境フェア２０２４】
＜実施内容＞
実施日8月24日（土）～25日（日）
会場：石川県産業展示館
・電動アシスト自転車、スポーツ自転車、ヘルメット、電動車イスを体感し安全利用を啓発。
・乗り物関連ブースはヤマハ以外に石川県自転車組合、福祉機器関連企業、石川県警交通安全課が出展。

自転車安全利用関連イベント 【24年自治体連携】

【京都市自転車安全利用推進企業 自転車安全運転講習】
＜実施内容＞
実施日：9月13日（金）
会場：京都市役所分庁舎
・京都府警察、京都市との自転車安全普及での連携による、電動アシスト自転車の理解、事故の抑止
・電動アシスト自転車での安全運転、利用方法の講習。PAS With 実車を使った説明。



【埼玉県警 サイクルマナーアップ・クレヨンしんちゃんキャンペーン】
＜実施内容＞
実施日：4月26日（金）
会場：イオンモール春日部（1階 藤の広場）
・ヘルメット装着の啓発活動、子供乗せ自転車の安全利用と交通ルールのレクチャー
・参加企業：ヤマハ（電動アシスト自転車、ヘルメット）、ブリヂストン様（ヘルメット）、ホダカ様（ヘルメット)
・前後子乗せ方法の実演、ヘルメット装着実演による自転車安全利用の啓発。

【バイコロジーフェスタ２０２４in ＫＣＳＣ】
＜実施内容＞
実施日：5月26日（日）
会場：関西サイクルスポーツセンター(大阪府河内長野市)
・『自転車が安全かつ快適に利用できる環境をつくる』ことを目標とするバイコロジー運動に賛同したイベント。
・メーカー系出展は、ヤマハ以外もあり。他には大阪府警、自転車組合、大阪サイクリング協会等。
・園内のコース使用し電動アシスト自転車の乗り方体感、安全運転の啓発。

自転車安全利用関連イベント 【24年他団体連携】



自転車安全利用関連イベント 【24年他団体連携】

【おやこじてんしゃプロジェクト 豊洲親子フェスタ】
＜実施内容＞
実施日：3月22日（金）
会場：豊洲文化センター １F ギャラリー
・保育園及び幼稚園に入園予定の親子に対して、交通ルールや子ども乗せ自転車の安全利用を伝える。
・ステージイベントで安全な乗り方、子供の乗せ方、降ろし方、選び方をレクチャー。
出展企業：ヤマハ発動機販売・OGKカブト様・OGK技研様



最新の自転車交通ルール
やマナー理解促進

講習開催場所近辺の走行
注意ポイントを説明

【電動アシスト自転車は
危険】の誤解をとく

最新の自転車交通ルールを知らない受講者も多く（特に高齢者）
確実な理解促進が必要。ツール類によるフォロー大切

全国の事故状況よりも、受講者の活動エリア内における自転車
走行時の注意点を具体的に説明することが大切、参画意識高める

【電動アシスト自転車＝際限なくスピードが出て危ない】の様な
誤解をとき、【一時停止からの速度回復も極めてスムーズ】の
ように交通ルール遵守に繋がるポイントもアピール

電動アシスト自転車安全講習におけるポイント

メンテナンスの重要性も
しっかり説明

バッテリー＋ユニットだけでなく、ブレーキやタイヤメンテナンス
の重要性も忘れずアピールする （＋自転車保険加入の重要性も）



安全講習座学内容 例１



安全講習座学内容 例２



電動アシスト自転車安全普及活動における課題・困りごと

課題 具体的内容

ア 指導体制

①社員＋契約インストラクターは首都圏や近畿圏在住者が多く、ローカルエリア
からの講習開催依頼があった場合対応難しい。日程が重なった場合も対応苦慮

②【働き方改革】【物流２０２４年問題】等で人・モノの移動について
非常に気も遣う、またコストも上昇中

イ 講習内容

③二輪車安全運転講習と比較すると、教える基準やポイントがややはっきりして
おらず、主催者任せの印象（年齢層の幅広さも影響か）

④コロナ禍以降、新モビリティ【電動中心】続々登場、すべて第１レーン（車線）に
押し込まれた印象、運転免許の要否（交通ルール理解度差）・速度差大・台数の
増加等の影響から、かなり危険な状況→自転車だけでなく他のモビリティユーザー
への交通安全教育も重要となってきている
⇒新モビリティへの対応はどこが行っていくのか？

ウ 講習会告知動員 ⑤動員に苦戦する主催者がほとんど、効果的な告知動員方法は何か？

エ 販売店様役割
⑥EC普及の流れの中【売りっぱなし】が増加していないか・・・自転車購入者への
交通安全啓発・指導やメンテナンスの重要性訴求において、販売店様の店頭は非常
に重要であったが。。。上記イー④の新モビリティへの教育にも関係

オ その他 ⑦安全講習会受講者以外の利用者への安全啓発は、何が効果的か？

近々では、アが最大の課題・・・自転車安全運転指導員の拡大に加えエリア毎の布石が必要



ヤマハ発動機販売株式会社
安全普及推進本部

ご清聴ありがとうございました


